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.

を
必
要
と

.' ^

、
：此
の
事
：に
ょ
つ
て
我
々
が
何
を
爲
し
得
る
か

.

を
一
澤
の
み
：

,

る
&

ら
ば
、

'

前

判

斷

と

し

で

一

，、
▲

.
一
一

 

マ
.ッ
.ク
又
原 

,
翔
に
從
ふ
も
の
と
前
撻
ず
る
時
、
：
我
：々

.

は
經
濟
主
體
が
此
の
廒
趣
：に
猿
ふ
も

.

の
.

で
あ
|

證
明
は
な
し
得
な
い
咚 

.,

を

*7
傅
す
る
時
、
.へ
一
つ
の
意
義
あ
る

.

公

理

士
-1
:

.

て
認
め
て
も
ょ
い'

で
あ
ら

.

ぅ
。
只
純
粹
論
理
又
は
數
學
に
於
て
は
公
函
ば
史
仙
激
翁
を
必 

要
と
じ
な

.

い
。
：赏
體
科
學
た
る
經
濟
學
は
彭
義
或
ひ
は
影
办
を
必
契
と
す
る
。

..

若
し
其
の
參
費
を
：認
め
る

な

ら

ば
' '
^
^
 ̂

一
 

般 

に
簡
單
な
ゲ.

1
€

矣
言
ふ

.

モ
デ
ル
：で
論
興
の
推
移
が
行
は
れ
得
る.°
.
:
:
:
し 

.■

• S
S
-
. 

-
f 

.
f 

 ̂

Vol. 

I
s
. 

1928.

.

我
々
.が
ゲ
1

理
論
の
意
圖
を
示
ナ
に
は
、
：
完
全

' ^
#

_

_

數
理
.經

を

考

へ

て

，
.み

る

事

ば
..

ゲ

1

.
ム

'理

論

と

の

關

係

の

理

解

の

爲

に

'%
無

駄

'で

.
は

な

く

有

效

な

方

法

で

あ

る

.と

思

は

れ

る

。

完

全

馨

の

狀
 

直

を

ヶ

1
ム

■I
f
lr
に

ず

る

ど

>
.̂經

濟

主

體

の

効

用

函

數

は

無

敏

の

：經

濟

主

體

の

行

爲

.の

函

數

と

な

り

、
.
.•他

の

經

濟

主

體

の

行

爲

は
 

ぞ

.の

.經

濟

主

體

の

効

用

雙

に

は

バ

-
+ラ

メ

—

ク

丨

艺

、て

考

へ

.ら

れ

得

る

様

^
 

ロ
.ビ

•ソ

ク

ル

丨

ソ

丨

の

：經

濟

と

同
 

.

じ

事

に

香

。

)

.完

_

爭

を

悉

如

く

定

_

す

各

と

、

.そ

S

當

性

が

認

.办

炱

る

樣

.. 

.

F
I定
義j

 

,完
全
競
爭
と
は
务
心
の
經
濟
主
體
が
そ
_の
需
要
量
及
び
供
耠
量
を
增
減
せ
し
め
.る
事
に
依
っ
て
何
等
價
：格
に
影
響
を
及
ぼ
さ

.
'
.
'

な
ー
い
狀
態
言
ロ

.

ふ
.
°
.

ぺ
.\’

 

'

 

.：'..

;

.
•
.
.
.
.
'

.

.

.，定
義
か
ら
直
ち
に
完
牵
競
爭
な
ら
ば
、
务
心
の
經
濟
主
體
に
と
っ
て
寶
袼
が
'與
べ

10
れ
て
ゐ
る
賓
が
分
る
。
叉
、そ
の
對
偶
.を
と
る
と
、

•
 

.
 

... 

: 

•

.

•
 

.
 

:

#

か

經

濟

主

體

に

と

.っ

て

價

格

が

與

ベ

ら

れ

た

も

.の

で

な

け

れ

ば

、
' 
不

完

全

競

爭

で

あ

る

。

不

完

全

競

®V

と

獨

占

的

と

を

同

義

語

と

解

す
 

.
る

時

、
.
ゲ

ー

ム

'理

論

と

完

全

簸

爭

を

前

提

A
J

し

た

理

論

と

め

關

係

が

明

確

化

さ

れ

る

。

C

註

a
 )

，完

全

隸

爭

を

假

定

す

る

服

り

で

は

1.
1

”

XI/

る

時

、
.
ゲ

ー

ム

'理

論

と

完

全

簸

爭

を

前

提

と

し

た

.理

論

と

：
.の

關

係

が

明

確

化

さ

れ

る

。

<
:註

过

)

索

全

競

：爭

.を

假

定

す

る

服

り

で

は

1.
1

式

は

有
ガ
で
耳
つ
意
.味
あ
る
定
式
：で
あ
る
0
'
’
卽
ち
完
全
競
爭
と
い
：ふ
仕
掛
け
の
微
.に

.>
-

」

そ
精
子
の
中
.か
ら
览
が
飛
出
す
の
で
あ
る
。

:
0
£
3

)

ぺ
山
由
維
主
、.邂
戯
の
.理
論
：£
於
け
る
價
格
分
析
、
-

■
.
.

.

■ 

- :

■

,

-

 

. 

■ 

> 

-

.

:
ぃ
,

■.
'
.
 

.
■
,
.
.
 

.

.

.

.
:... :■ 

' 

: 

. 

.. 

.

.■

.: 
ノ

•
.
.
.
. 

: 

. 

.

.

. 

• 
.

:

.■

:

.

.

.

.

.
•
' 

、
 

.

..•'
■
;

.
 

•

 

-

 

-■

 V

 ■

 
-

 

■

 
■
■
■

-
;

■

 

-
■

 .

 .

 .

 

.

•

前
節
に
於
て
我
；

T

は
T>
勝
を
»
齡
と
處
}3
|
|ー
し
て
來
た
:;
°
何
と
な
れ
ば
.ゲ
ー
ム
に
於
け
る
行
動
め
公
理
と
經
濟
に
於
け
る
主
體
の
行
動
の 

公
，理
と
0
間
に
於
け
る
類
似
性
は
論
_
の
結
果
で
あ
.る
^-
.り
:%
む
も
ろ
前
揭
^
し
て
®
か
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
、る
。
だ
が
.

一:

.度
、
そ
の 

類
似
性
が
前
提
さ
れ
赵
な
扠
ば
、
以
卞
は
す
べ
て
論
理
の
結
果
で
あ
：っ
.
.て
'
,何
等
直
觀
に
委
ね
る
こ

-2
:
は
な
い
.
。
，
_.. 

'へ
..

.

そ9

で
我
々(

は
1
づ
0
前
提
治
あ
る
ゲ
パ
ム
の
參
加
者
の
：行
動
：の
公
理
と
經
濟
主
體
の
行
爲
.の
公
理
と
ば
同
じ
も
の
で
あ
る
と
假
定

 ̂

ょ
：う
：

V

然
：る
時
.ゲr

み
么
い
ふ
、ボ

ピ

，チ
ラ
ー

な
モ
デ
ル
へ
で
取
扱
，
つ
て
、

_其

處

で

確

立1>
た
も
の
は
.經
濟
主
髖
の
杇
動
に
そ
の
■
う
つ
せ
る 

で
I

う
，
以

上

暴

が
I

ら

れ

る

：かf

か
.

私
が 

.こ
\
で
歷
臾
氟
と
^
ふ
'0
:
は
柚
象
的
；：.
1
«上
個
と
.の
：關
聯
を
硏
究
す
る
入
龙
指
す
0

:

;

'

,
ソ

着

等

：丨

I

f

 明
^
^
^
^
^

ノ

：
：
ゲ
ム
理
論
の
銀
行
貸
出
政
策
へ
.，.の
適
用
/ 

:

、

，
.
.
.
. 

. 

六
.五
.(

八
.ニ 

. 

I).



:

•

.

•

.

.

•

•

 

-

•

 

.

 

.

:

.

.

.

.

 

. 

-::•.

 .

;■
.
.
.
.
.
.
.
.

 

-

 -
.
.
.
.

 

.

.

.

 

:

 -

 

•

一.
：
'
.
入

 

.
■
:
-.
,'.
■

,

.

穴
六
.
V (

八 
ニ
ニ〉

:

■ ;

處

義

;
 

■

 

■ 

.

 

,

㈠
.：.'
ゲ
ー
ム
と
は
遊
び
を
行
ぷ
際
.の
規

則

と

惙

習

办

_

合

を

:-
.
.

::v 

:
.
'
./
:
s
.
v -
'

:

p
l
a
y 各
は
備
ギ
色 

‘ 

.
■'
..

:

'

㈢：：
、
ぎ9免
广

と

は^
:
^
'
に
..於
け

る

默

を

：い

戈
-'
/

ぺ
 ̂

■

■

:
.次
に
f

:

ム
；
の

分

類

を

竹

ふ

：，
：
こ

'

&

分
け
衷
^

.⑴

p
i
a
y
e
r

o.
數
に
ょ
っ
て
、
二
人
.の
^
丨
ム
、
S
'A
の
^
丨

A
、

「

般
に

n

人
の
ゲ
r
ム
バMAJ-

し
て
將
棋
は
一
I
Aの
ゲ
ー
ム
、
マ
.

:

-
t
f 
ャ
；

ン
は
四
人
，の
.ゲ
1
,
^ :
?

::
:

:

'

《
■ 

'

:

'

.

^

 

^

 

-

:
.⑵

得
點
の
和
が
常
に
零
に
な
る
ゲ
ー
A
:を

z
e
r
o
-
s
u
m
:
Q

ダ
1.
ム
、；
零
に
な
ら
だ
い
_ゲ
ー
，<
を

n
o
n
z
e
r
?
s
u
m

，の
ゲ
I
ム
と
い

-

 

.

.

.

 

.
.
.
.

 

-

 •

 •

 •
.

 

'..I 
'

 

•

.

-

 

.

ふ
0
例
と
し
て
將
棋
で
勝
て
ば
い
く̂;
拂
ふ
2:
.
.
:
定
^
て
お
：け

ば
§
3
-1»
1
1
1
1
1

.
の
ゲ
ー
ム
と
な
る;0

.

:

'.
•

 

-

 

.

.

:

ぃ•

.'

.

.

.

:■
■. 

...
 

■

.

.

.

••
.

:

,

(l
)
i ⑶
を
組
合
せ
る
^JVNerolstlln t

w
o

 person gamevTaonlzero s
u
m

 n

 persQn, g
a
m
e

 
等
々
分
類
出
來
る
。‘

.

.若
し
我
.々
が
.play 

.
,
の
.終
っ
.た
時
に
\>
ゲ
ー
.

.4...

の
.ル
.丨
：ル
'に
.從
.つ
，.て
支
拂
ひ
.を
.ず
る
も
の
：'
定̂
め
て
.お
き
：、.
.
.
牝

人

の

..ゲ

ー

ム

で

各

人

の

!
•
'
- 
■

 

■

 

. 

-
■
'
-
•
/.■■
: 

、
 

.... 

.
/ 

ノ
.

-

.

-
 

- 

- 
■

.

支
#

ひ

を
^

备

r

'
i
"
l
T
^
;

…

忍
.

と
す
る
：'z

e
r

a
-

S
I

^
.

^

 

な
^
 

.

、

ぐ

.

.

ぐ

：

：
:

M

f

Q 

.

普
通
の
室
內
ガ
，1
.ス
は
大
體

§̂
?

3

_で
ぁ
：る
。: :
へ

.

(3
)

最
後
の
分
類
と
し
て

&-
6沒
が
有
限
な
ら
ば
有
限
，.の
ゲ
.丨
ム
'、
.無
限
な
ら
ば
無
限
.の
ゲ
ー
ム
.と
に
分
か
れ
得
る
。

•

我
々
は
こ
、
^
は

有

限

の

ゲ);
ム
で zero.su 

日

 

t
w
o
.;
-

p
e
r
s
o
n
g
d
m
e
^

)f
c

M

。̂

p
l
a
y
e
r

が
一
一

人
で
あ
る
か
ら
、
；
そ
の

様

な

ゲ
ー
ム.に
つ

い
て

性

質

を

調

べ

.て
見

よ

う

。p
l

-̂y
e
r

を

夫

々
<

、

P
2
と
し夫
々

.
' のc

h
o
i
c
e

を

:
■
:
-

 

: 
•

.

.

.

■

'
.
.

,

,
..
.

7
3
=
(
.
か

？

r
.
•
:
:
.
.
^

) 

P

A

,
'

.

-
.3
.1) 

.

 

.

'

;

、

7
2
=
(
7
1

 

ニ
^…

…

：…

•〕 

. 

^
A
8

• 

- 

• 
•
 

. 

:
-
•
•
• 

. 

. 

.. 

: 

' 

:

.

•

 

..

で
表
は
せ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
有
限
の
：ゲ
ー
ム
で
あ
る
か
ら
有
限
の
，ch

o
i
c
e

し
か
存
在
し
な
い
。
そ
の
時
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
に
從
つ
て
、

......... 

> 

• 

• 

• 

•
 

" 

-• 

. 

. 

- 

•
. 

.
-
•
• 

•

支

拂

f

が

行

は

れ

る

。
<

が

受

取

|

額

を

.

.

■

ン

..

.(

2
，
e

•
 

.

■

,

'

' 

'

で

表

は

せ

得

る

。

^
の

受

取

り

は

z
e
r
o
-
s
u
m

だ

か

ら 

'

.
 

M

u

I 

•
 

.
 

.
 

.
P
2
=
l
/
c
y
l
,
7
2
)

';
■

f/
«-
l
a2
i

-a
m

5

:̂
*d
;a
y
-
o
f
f 

f
u
n
c
t
i
o
n

 

と
名
付
け
る
。

 

*

-

 

f
 
.’

V

.

••
.

 

/
u

v

 

.

.

.
 

I
|

 

-
.
1

..

.

.

2.
1
の
如
く
^
、
P2
の 

c
h
o
i
c
e

 

を
一
括
し
て
考
へ
た
、
ゲ 

I ム
办
型
を•

n
p
r
m
a
i
i
z
e
d

 

f
o
r
m

.
と 

f

 

' 

I
.
i

 

?

 

i
.
:
'

 

.呼
ぶ
-o
h

、
T2
をArv. a

?

の
手(

s
t
r
a
t
e
g
y
〕

と
呼
ぶ
こ
と
に
オ
石
と
> 

c
h
o
i
c
e

が
異
る
と
手
も

.:
:

パ 
i 

■-:
.

'

2)
.

.
12
' 

.2.

.
*..
,

I
..
f
 

.
異
.る
。
'そ
：こ
で
^

於
齒
の
手
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
と
す
-^
そ
の
時

^
は
^
の
受 

/
w
il
«2
.. 

”
... 

.
^
. 

.

FI
r

,

.vv-fv

く

.

 

V

 
ノ

：.取
り

の

'表
を

夫

^

.-

 -

 

•

 
•

 

-
.

.■
■

a
2 

I
.

-

..

.

.

.

I. 
.
.

■
.;
縦
に
^
の
手
、
橫
.に
^
の
手

|
は
^
が
ミ
#
目
の
丰
を
と
^
名
が
ゴ
番
有
0
手
を
取
^
た
時
，の
^

,
'/
) 

-
-
.
r 

) 

• 

.
o 

…

の
受
取
り
高
を
表
は
.す
。
、我
々
は
此
か
表
を
.

pay-off matrix

と
呼
ぼ
う
。
.
• 

V 
V 
.

\
' 

1(2
.
:
: 

.

(t
- 

• 

•(̂
■-

'
.
N
^
'
j
.

…

 

>
.
,ブ

7»
;

•.
'
'
•
'
•
.:
次
に
我
：々

祭
.
c
f、'
ft
の
合
理
：的

な

行

爲

と

い

：ふ

も

の

を

^

へ
て
見..よ

う
"
今
A
が

が
©.
手
を
と

.

.

.

. 

•

 

.
-
.
•

 

•

'

'

:.
.

.

.

.

.

-

 

...... 

..

..
 

-

 

..

-

t

f
 

^

1

1

^
 

.

パ

...

.:

六
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田
學
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四
十
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.

'

'
•

. 

.六八

.

CA-
ニ
.四)

.
.

.

つ
た
と
假
定
し
お
久
：そ
の
時
れ
が
取
り
得
る
手
は
ぜ
が
ら
^
迄

あ

る

：
。
；
叉

夹

.々

め
.手

：に
：
對

應

す

る

0
:の
受
取
高
_
ち
朽
の
支
拂
高
は
、
-'

-
.
.:■ 

■ 
.

 

■
■
■
■
■
■

 

-

>

■

-
. 

■ 
.

.■

.

;

.

■

-.ぐ
 

.

' . ぞ
1> .

'̂2 …

P
51
'

'

'''
.
:
. 

V
.
'

.

.
'
:
. 

'

で
あ
る
。
そ

-̂
て
^
は
合
理
的
に
行
爲
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
出
來
る
だ
け
少
い
支
拂
-^
を

す

る

樣

に

行

爲

す

る

^

有

限

だ

か

ら

必

ず

最

小

.'
値
は
存
茌
す
る
か
ら
^
が
選
ぶ
乎
对
.;-
-'
'

.入
^

」 

- 

-

 

.

.

.

.

. 

. 

.

 

.

 

:

 

' 

. 

: 

•
'

• 

; 

m
i't
{
{
a
s
'
卩
今

,
|
;
.
.
:
^
^
=
=
©

2.
.

.
-:
'

:

.

., 

,

'

な
る
.字
i
番
目
の
乎
で
あ
る
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理
と
諸
假
說
間
の
矛
盾
が
.あ
る
.か
ど
，う
か
檢
許
す
る
必
要
が
あ
る
。へ
だ
■が
此
等
が
相
互
：に
獨
立
で
あ
る
事
は
容
晶
に
確
め
得

以
上
の
事
で
論
理
の
推
移
に
誤
り
が
な
げ
れ
ば
我
々
.の
理
論
は1

應I
s
i
s
f
c
y

を
保
持
し
得
る
。
所
が
我
々
の
諸
前
提
が
定
め
る

も
の
の
內
容
が
空
‘で
あ
る
な
^
ば
、
.實
職
科
學
と
し
.て
ば
意
義
を
■持
た
な
い
：t
よ

^
^
^

.

:

.
 

.
 

.

. 

.
 

.
 

: 

■

.

.

義
.務
が
あ
る
0
'
:
.
.
.
.
'
.
. 

'
_

ハ

■

..
-
.
'•■
.
.
. 

_

-
.

:
 

' 

.
先
づ
公
理
か
ら
始
め
よ
^
^
。
• 

' 

.
 

■、

經
濟
學
の
重
奥
だ
部
八
刀
で
あ
.る
經
濟
主
.體
の
行
動
.の
基
準
が
な
く
し
て
、は
根
據
の
.薄
弱
性
を
攻
擊
さ
れ
て
も
、
全
く
理
論
體
系
と
し
て 

の
辯
護
I
な
さ
れ
得
な
.い
。
斯
く
し
て
我
.々
は
.銀
.行(

こ
、
で
銀
行
と
は
私
銀
行
：

(private fank
〕

を
指
す〉

ば
利
潤
を
最
大
に
す
る 

も
の
と
：す
る
と
ぃ
.ふ
公
理
を
置
い
た
-°
'
此
れ
は
銀
行
の
オ
ペ
レ
I
シ
•ョ
シ
‘の
理
論
體
系
內
で
.の
形
式
を
規
定
す
.る
ご
と
に
對
應
し
て
ゐ
 ヾ

る
。
此
の
例
は
數
理
經
濟
學
の
全
て
杷
見
ら
■れ
各
こ
を
■で
あ
る
。：
例
へ
，ば
一
般
均
衡
理
論
に
於
け
る
主
體
的
均
衡
の
條
件
を
出
$

合
の 

，微

分

演

觀

に

よ

る

一
.連
の
數
學
的
處
理
が
さ
ぅ
.で
あ
る
。
こ
の
公
理
. ^

置
く
こ
と
に
依
り
我
々
は
，、
銀
行
が
愛
國
心
や
、
國
民
經
濟
の
發 

展

.の
爲
に
、
或
び
ぼ
經
濟
的
厚
生
の
爲
に
自
己
の
利
潤
を
犠
牲
に
は
し
な
い
事
を
意
味
す
る
。
、だ
か
ら
直
ち
に
銀
行
家
は
全
て
シ
ャ
イ
ロ 

.

ッ
ク
で
あ
る
と
斷
定
す
る
の
で
は
な
.い
。
.資
本
主
義
.の
經
濟
體
制
の
.中
で
銀
行
.の
行

動

.の
意_

は

こ

くに
あ
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
。
所 

が
單
に
そ
れ
だ
け
.で
柊
る
な
ら
ば
、
' 卽
ち
' 
單
に
.最
大
疔
爲
を
採
る
.と
萁
ふ
だ
け
で
銀
行
の
行
爲
を
確
定
せ
し

.

め
得
る
な
ら
ば
、
我
々
の 

理
論
ぱ
不
必
要
で
あ
る
。
.，
モ

デ

ル

ゲ

，
|
ム
で
い
ふ
'な
ら
ば
打
0'
手
は
極
ぐ
簡
單
：明
瞭
で
あ
今
' ,

事
寳
は
さ
ぅ
で
は
な
い
。.
合
理
的
行
爲
を 

も
.つ
と
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
.前
節
で
述
べ
た
ミ
ー
1
.マ
ッ
ク
ス
行
爲
を
採
る
.と
假
定
す
れ
ば
、
借
手
が
ど
の
樣
に
行
為
し
1
ぅ
と
も
、
 

少

く

と

も銀
行
が
得
る
利
潤
は
そ
れ
以
下
で
は
な
い
こ
と
.が
保
證
さ
れ
奋
。
'銀
行
.の
政
策
.と
い
众
の
は
大
體
に
於
て
、
右
橋
を
叩
い
て

碑
 

.る

.と
い
ふ

や

りロ
で
.あ
る
.か
ら
'、.
'
.
こ
め
.公
a

ば
認
办
，ら
れ
て
も
よ
い
で
あ
ら
久

.
°
. 

:

....

;

;'
ゲ
.！
ム
.理
論
め
銀
行
貸
出
政
策
へ

.の

適

用
. 

-

■

.
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次
い
で
我
々
は
假
說
の
說
明
に
移
ら
う
。

.'
:

:

■■
■'
■■

: 

-

 

■

^
に
.つ
い
で
^
へ
^
見
る
と
從
來
の
.傳
統
的
經
濟
學
に
あ
つ
て
は

0|
ば
^rate of interest

⑴
I

卽
ち
只
一
つ
の
利
子
率

_
C

'つ
い

て

.#
察
が
な
さ
れ
て
來
た
o
:郎
ち
：
 
一
.

1铸
か
海
聊
に
#

ぞ
 

の
法
則
は
完
全
競
#
と

い

ふ

.假

說

扣

ら

の

必

然

の

結
 

,果
.で
あ

る
1;
'',0今
我

々

は

こ

，の

便

利

な

假

說

を

脫

落

さ

レ

て

考

へ

よ

う

と

い

'ふ
の
で
あ
る
。
市
場
ム
は
多
く
の
.利
子

奢

が

存

在

；し

て

、

銀

行 

は
任
意
の
利
子
傘
.で
«
出

%'
が
出
來
る
と
|
定
.す
る

。

ご

の
事
は
：
一
見
不
可
能
に

'見
え
.る
か
も
知
れ
な
い
。
所
が
事
實
は
可
能
な
の
‘で
あ 

.

る
。
令
し
ろ
當
然
な
の
で
あ
义
。
銀
行
が

.他

の
金
業
に
も
增
し
て
信
用
を
重
要
視
す
る
。
或
る
意
味
で
は
信
用
が
商
品
^ '

あ
る
？
そ
こ
で 

食
倒
れ
に
對
す
る
態
度
は
.他
の
如
何
な
る
企
業
よ
り
も
神
經
質
な
の
で
あ
る
。
依
つ
て
信
用
を
與
へ
る
場
合
に
、
同
じ
利
子
で
異
つ
た
危 

險
を
持
う
企
業
に
貸
す
方
が
む
し
ろ
變
な
位
で
あ
る
。
(B
)
.
:或る
人
は
次
の
如
く
反
問
ず
.る
か
も
知
れ
な
い
。''「

今

は

日

^

一
錢
六
厘
が
公 

®

相
場
で
.あ
る
。J

と
。
所
が
銀
行
.の
、
や

り

口

を

見

よ

う

。
：
，

A
な
る
人
にj

千
萬
圓
を
日
步
ー
錢
六
厘
で
貸
し
た
と
し
よ
う
。
A
に
は
銀
行 

は
何
等
條
件
を
附
さ
な
が
つ
•：た
。v

確

か

に

日

步

ー

、
錢

六

威

で

あ

る

。

Bも
叉

.
一

千
萬
圓
を
借
り
た
。
.今
度

は

銀

行

は

6
に
次
I

件
を
與 

へ
た
。
J當
座
の
中
に
振
替
へ
.
.ま
せ
う
。
し
か
し
當
座
«
定

-0
殘
高
.は
否
萬
圓
を
割
ら
な
い
樣
に
し
て
下
さ
い
。」

借
手
ゆ
次
の
資
金
の
入 

.用
の
時
を
蔣
慮
^
て
、
..；そ
の
約
萊
を
必
ず
守
る
。
：6
が
借
り
た
金
‘額
は
確
か
に
.ー
千
萬
圓
で
あ
る
。
利
子
も
，ー，千
离
圓
に
對
し
て
支
弗
± 

れ
る
。
.だ
が
實
際
に
借
り
た
の
は
九
百
萬
圓
で
あ
る
。
す
る
わ

猶
日
步
は
一

錢
六
厘
.だ
ら
う
か
？ 

C
の
場
合
は
も
つ
と

ひ
ど
い
。

一
千 

离
圓
を
借
り
た
。
.銀
行
は
更
に
條
件
を
强
め
る
。「

日
步
ー
錢
六
厘
で
公
定
で
す
。
：
し
か
し
中
百
萬
圓
は
定
期
預
金
に
し
て
下
さ
い
。

勿 

論
利
子
は
拂
い
ま
す
。(

所
が
預
金
利
子
は
も
つ
ど
安
い
。ゲ
猶
當
座
勘
定
の
竣
高
は
百
萬
圓
を
割
ら
な
い
戈
下
さ
い
。」

一
fi
c

は
實
祭 

に
は
幾
ら
借
り
て
そ
の
扮
步
は
公
定
の
—
錢
六
歴
な
の
だ
ら
う
か
。
诞
に
も
つ
と
お
か
ん
な
事
さ
へ
あ
る
。
D
は
非
常
に
儲
け
た
。
稅
金 

が
恐
ろ
し
い
。
そ
こ
で1

策
を
港
へ
た
。
銀
行
か
らj

千
萬
圓
借
り
た
事
に
し
.'
*

儲
け
た
金
一
千
萬
圓
を
無
.記
名
定
期
で
11
け

た

。

狼
；了

に
は

！！：

步

5

六
厘
を
狒
ひ
、
無
記
名
定
期
の
'福
德
<>
か
の
利
子
を
貰
ふ
。.
一
體
D
は
銀
行
に
幾
ら
借
り
て
刹
子
は
幾
ら
な
の
で
あ
ち
ぅ 

か
。
:■
■

■

:

'
..
■:
' 

.

.
'

.;

.:
•

: 

■.:
.

■

'.
.

'

.

.

.

. 

. 

:
.
,

以
，上
の
如
く
銀
行
は
任
澈
に
利
子
を
定
め
得
る
。

.:
'
.
,
:

:
rf
こ
っ
い
て
1

、
'
^
が
展
開
す
る
.上
.の
朱
熟
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
假
說
か
ら
傳
統
的
利
子
へ
の
接
近
、
卽
ち
和
子
率
は
貨
幣 

に
對
す
：る
需
要
と
供
給
に
ょ
り
定
る
と
い
ふ
定
立
的
な
命
題
.が
完
全
に
.脫
け
て
ゐ
る
。
卽
ち
靜
態
.に
問
題
を
限
っ
て
ゐ
る
。
所
が
從
來
.の 

經
濟
擧
⑶
だ
.と
靜
態
に
於
て
は
利
子
率
は
存
在
し
な
.い
が
、
我
々
.
.の
湯
合
に
は
靜
態
の
利
子
率
が
、.
銀
行
が
獨
沽
的
.(

假
說
0
か
ら
明
ら 

か〕

で
あ
る
爲
に
、' 

#
在
し
得
る
。
,

: 

. 

■

; 

:
:
■:

- 

㈢
に
っ
い
て
、.
.銀
1
は
.借
チ
を
危
險
の
度
合
に
ょ
っ
て
有
限
^'
の
ク
ラ
ス
.に
分
類
し
得
^
。
此
の
事
は
特
定
の
借
手
が
第
何
赉
の
ク
ラ 

ス
に
人
る
と
袞
ふ
事
れ
分
.っ
て
ゐ
を
と
去
ふ
の
：で
は
な
い
。
：
■ 

ニ 

：

：

■
.

「

'

'

H或
.ク
ラX.

が
：銀
行k

對
し
で
與
へ
：た
利
潤
が
單
位
當
り
诋
で
あ
る
と
.い
ふ
假
定
で
あ
る
,
此
の
假
定
は
可
成
り
嚴
し
い
1
件
で
あ
る 

:が
：
，芯
ず
し
も
非
現
實
的
で
.あ
る
-と
ゆ
海
.：へ
ら
れ
众
い6
何
と
な
れ
ば
、
.假
說
(̂
か
，ら

ク

ラ

ス

を

分

類
1
得
て
、
最
終
の
ク
ラ
ス
が
存
在
. 

す
る
0

.

若

し

其

，
の

最

終

の

?:
:

フ
ス
の
輩
馨
り
の
利
潤
が
負
で
あ
る
众
ら
ば
、
そ
の
ク

，ラ

X

は
銀
行
の
貸
出
の
.對
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
 

こ

の

事

は

中

が

企

業

金

融

が

常

に

問

題

に

な

る

事

を

思

出

せ

ば

十

分

で

あ

ら

ぅ

。

'
'
'
.
.

';
へ

' 

•
㈤
㈡及
び
㈢
と
に
濟
學
的
意
味
で
は
關
係
が
あ
る
が
論
理
的
に
ぱ
獨
立
で
：あ
る
。
前
半
は
自
明
で
あ
る
が
、
假
說S

と
後
年
は
恒
等
的 

俄
立
を
意
味
す
る
,0
.
"
:'-
へ

'
>
.
' 

.

.
'
'
:
:
. 

.'

•
:

猶
此
處
で
^

:
衰̂
ふ
場
合
獨
古
的
で
あ
る
こ
上
は
勿
論
で
あ
る
が
’パ
銀
行
相
五
間
の
競
爭
呔
考
へ
：な
い
も
の
為
す
る
。

.

有
服
猫
の
利
子
率
を
、
rl
A
.
、
、
な
る
饥
個
と
す
る
。
借
乎
の
有
限
個
の
ク
ラ
ス
を
^
00
广
.：
：
0,
な
る
%
個
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ

.
ゲ
ム
理
論
め
銀
行
貸
出
政
策
へ
.の
適
用
.

.
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•

得
る
も

.
I

の
と
す
る
' 0

今

銀

行

が
^

の
刺
子
を
採
用
：し
た
と
假
定
す
る
と
、
〃
ク
ラ
ス
全
體
が
單
位
當
ヶ
金
額
に
對
す
る
银
行
、

の
支
拂
ひ
を

.

.

.

.
A 

• 

(

i

は
ク
ラ
ス
1

1
%
.

造
變
化
す
る〉

と
す
る
と
：、.

'
.

銀
行
於
利
子
率
れ
で
得
女
利
潤
は
次
の
式
で
尿
さ
れ
る
。
：
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- 
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V
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パ 

}
/

■iik
に
.
a,
は
銀
ぞ
が
、
骄
項
の
禾
子
率
を
^
つ
.た際
に
於
け
る
ク
ー
フ
ス0,
が

銀

行

に

對

し

て

單

位

當

り

金

額

に

.支

拂

ふ
金

で
あ

.

« 

. 
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る

.0
然

：る

と

き

銀

行

が

ゼ

番

目

の

，
利

.子
：率

の.み
を
楝
用
し
た
捺
に
：於
け
る
利

P

は
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、
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.. 

の

選

び

方

は

借

手

の

行

爲

に

依

存

す

る

と

紫

へ

.ね

ば
な
ら
.な
い
。
此
處
で
我
々
：は
銀
行
の
最
も
合
理
的
な
利
潤
に
對
す
；

る
期
待
を
規
定
す
る
の
に
、、

/
二

マ
'V
ク
ス

行
爲
を
選
ぶ
！
！で
あ
る
。

.

ぢ
銀

行

に

と

，つ
て
、

借
：手

ほ

銀

行

に

對

し

.て
最
%■
•
少
い
樣
な
組
合
せ
'、(

ぎ

f
…

…
…
…

、
f
ソ
を
採
る
も
の
と
考
へ
た
際
の
利
滞
，

..
額
だ
け
は
保
證
出
来
る

譯
で
あ

る

。
.
此

の考
'へ
方
に
づ
い
て
、
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
卽
ち
借
手
全
體
が
そ
の
樣
な
疗
爲
を
ー

致

'

し
.て

採

る

と

：は

漪

へ

ら

れ

な

い

、

.，
と

定.ふ
事
で.あ

る
0
所

が

我

々

は

何%.
借
手
が
そ
の
様
な
行
爲
を
す
る
と
ハ

r
事
を
要
求
ず

.る
の
で

^

•
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i

な
い
。
只
銀
行
か
ら
見
て
、.•借
乎

'

が

一

致
し
■て
、
'最
.も
銀

行

に

.不

利

の

如

く

行

爲

し

た

場

合

を

考

ベ

た
だ
け
で
あ
る
。

若
し
借
序
が
そ
の 

様
に
、
全
體
と
し
、て
薄
へ
.た
場

合

、
，
.：合
理
的
に
行
爲
し
な
が
.っ
.た
と
し
た
ら
、
銀
行
の
受
取
り
は
更
に
多
い
で
あ
ら
ぅ
。
或
ひ
ば
、
そ
の 

場
合
领
行
は
損
を
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
考
へ
：る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
全
貸
出
額
を
肢
と
す
る
と
，
•
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依
っ
て
全
て
の
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=
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ン
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，
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對
し
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そ
こ
で
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で

と

書
ぐ
と
、
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.我
々
は
、)

/
-
マ

ム
.の
#
在
.を
.假
定
す
る
と
プ
ラ
ス
'

 

で
あ
る
こ
と
が
へ
た
譯
で
あ
る
。
所
が

こ
の
，存
莅
は
直
ち
に
分
る
で
あ
ら
ぅ
。
卽 

ぢ
.
§
の
ー
吹
の
_多
項
式
だ
か』

連
續
函
數
、
'

の̂
變
動
領
域
は
有
界
閉
區
間
ゼ
か
ら
必
ず
最
大
最
小
が
存
夜
す
る
。

1

方
、：

銀
行
味
公
理
か
ら>

:

ダ
グ
.マ
ム
な
利
潤
を
追
求
す
る
に
は
ど
ウ
し
た
ら
ょ
い
か
ゃ
此
の
問
に
對
し
て
、
.ゲ
ー
ム
の
.

3

1

St-

3

贫

货

を

猨

用

し

ょ

ぅ

。

,

銀

衍

が

利

子

率

ウ

丨
''
:''.

ん
忆
對
し
て
、
そ

の

雷

す

貨

幣

量

を

队
2/
2

:
:
:
|
:

と

す

る

と
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銀
行
货
出
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と

X
で
我
々
は
銀
行
の
貸
出
政
策
に
之
っ
て
最
%'
:<
3
:い

方

法

を

定

，め

る

す

べ

.て
の
道
具
は
櫛
へ
た
譯
で
ぁ
る
0
ゲ
ー
ム
の
理
論
と
全
く 

對
應
が
っ
く
と
い
ふ
^:
定
1

卽

.ぢ

銀

行

が
ミ
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マ
ッ
ク
ス
行
爲
を
採
る
と
す
る
と
次
の
如
く
示
せ
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銀
行
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出
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借
手
が
最
も
銀
行
に

.

支
拂
ひ
を
少

y

な
く
す

^

如
く
す
る
爲
の
各
ク
ラ
ス

.

の
貨
幣
の
比
を
列
々

0
X

1

か

、

>■*.

銀
行
の
各
利
子
率
に
對
す
る
貨
幣
の
分
布
を
行
べ

.

く
と
か
、

•.

♦

で
示
す
と
、
夫

^

の

m
i

x
e

d

 

s
t

r
a

t
e

g
y

が
定
ま
る
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で
あ
る
。
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我
々
は
何
が
分
っ
た
か

AJ

一
本
ふ
とV.
銀
行
及
び
借
平
の
最
も
よ
い
乎
で
あ
る
。
.
銀
行
に
と
っ
て
は
雜
子
傘
に
對
す
る
貨
幣.の
分
布
、
借 

手
に
6.
つ
て
は
：ク
.ー
フ
ス
に
對
す
る
貨
幣
分
布
の
比
が
定
ま
态。'-
'
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;
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は

鉱

行

が

借

乎

が

ど

の

様
. ^

し
：よ
ぅ
と
も
得
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
最
低
の
利
潤
を
示
す
.°
, 

•

若
し
銀
行
が

.

そ
の
手
を
探
ら
な
け
れ
ば
上
の
利
潤
以
下
：に
な
る
事
が
あ
り
、.

：そ
の
李

.

を
採
っ
て
お
け
.ば
若
し
借
手
が
銀
行
か
ら
見
て
合

.

..

..
 

•

 
.

 

.

 

* 

-

理
的
に
行
爲
し

W

か
：っ
.次
ら
利
潤
は
？

V

れ
以
上

.

で
あ
る
。

.
'

:

.

我

-々
は
こ
■の
或

る

種

の

解

が

'存

莅

す

る

こ
ど
は
、
ゲ

I

ム
理
論
で

.

證
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
解
が
幾
ら
：で
あ
る
か
、
.
利

澗

が

幾

許
办
に
っ
，い
て

.
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•. 

- 

.

.

.

.

.

.

.
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• 

.

.
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.
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. 

-

は
何
等
述
べ
.な
か
つ
た
。
此
.の
計
縳
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
最
近
流
行
のiineaj p

r
o
g
r
a
m
m
i
n
g

.

と

s
r
o
,
s
u
m

 

t
w
o

 

p
e
r
s
s
g
a
m
e
'
,

のmixed s
t
r
a
t
e
g
y

と
.は
等
値
で
あ
る
ご
^
が
旣
に
、
！
>设
&
嚴

、Knhlx
、
Gale

、
Tucker

(9)
.

等
に
よ
つ
て
證
明

さ
れ
.て
ゐ
.て
、
'そ
の
數
値
針
弊
の
問
題
も
簡
單
で
は
な
い
が
解
か
れ
て
み
る
。

:..
'

-

.

'
.

猶
、
假
說
B
及
び
3
は
必
ず
し
も
有
限
個
で
な
く
て
も
、
：連
續
で
有
界
變
動
に
迄
艨
め
ら
れ
る
こ
と
は
連
續
必
ゲ
|
ム
で
證
明
さ
れ
て
'
 

ゐ
る
事
を
附
記
し
て
置
か
ぅ
。
單
純
化
の
爲
で
あ
：っ
.で
理

論

.の

意

味

は

全

く

害

さ

れ

て

ゐ

な

い

が
、
經
濟
的
な
意
味
で
.は
連
續
ど
し
取
扱 

ふ
方
が
よ
り
^:
當
で
あ
ら
ぅ
。
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ン
以
上
に
於
て
.ゲ
ー
ム
理
論
の
貸
出
政
策
へ
.の
.適
用
の
：理
論
的
部
分
は
終
ね
た
の
で
あ
る
.が
、
'此
れ
は
單
な
る
一
.つ
の
試
み
で
あ
る
。
ゲ
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：理

論
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兀

來

經

濟

學

へ

め

逾

用

土

 

.い
；
ふ
：著

者

'の

寬

圖

分

野

で

は

未

だ

試

み

の

域

を

，脱

し

で

ば

ゐ

な

：い

様

に

名

へ

ら

れ

る

。

.鬼
の
猶
べ
た
所
4

’全
く
の
解
釋
で
あ
っ
て
.、V
,上
の
範
圍
を
出
る
も
. 

の
で
は
な
い
。
义
此
0,
理
論
は

~-
.
.っ
の
大
き
.赴
弱
默
を
有
し
'て
ゐ
る
。
：卽
ち
、
'そ
.の
缺
陷
は
公
理
：の
中
に
存
し
：て
ゐ
る
。
經
濟
主
體
が
、
、
/

二
マ
ッ
ク
ス
行
爲
を
採
る
な
と
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
て
、
.
.シ
;"
•
ム
.ぺ
ー
ター

.

.の
衰
ふ
^
フ
プ
ど 

.旺
盛
の
場
合
や
、
ヶ
ィ
'シ
ズ
の「
强
氣i:

に
對
し
，て
は
全
く
逆
.の
場
合
を
承
す
。：
然

b
學
問
は
或
る
意
味
で
は
一
面
性
の
.强
調
で
あ
る
。
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此
の
公
理
..：の
，賺

が

歷

衆

的

に

意

義

あ

る

#
階
に
.迄
資

本

主

義

は

：

.到
達
し
ャ
ゐ
る
と
沄
ふ
見
方
も
あ
る
か
：も

此
の
論
文
の
領
域
を
出
る
も
の
ど
考
ベ
..ら
れ
，る
。
、
し
か
し
現
在
企
業
と1K

え
ば
獨
占
的
で
な
い
:#
は
殆
ん
ど
.な
い

。

ち^'
み 

一

っ
の
商
品
を
.考
へ
る
な
ら
ば
、
必
ず
そ
れ
に
關
連
1,
て
、
，
其

の

商

品

を

製

造

し

て

ゐ

る

若

干

|の
企
業
の
名
を
思
ひ
出
す
で
あ
ら
ぅ
0'
そ
の
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